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本日の発表内容

生産事業部の活動と方針1

工場トピックス3

生産事業部と海外新工場の損益推移2
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生産事業部の活動方針

テーマ； “現場第一主義”

 方針

 現場第一主義に基づき、現物・現場確認による改善活動の推進と品質の安定

を行い、製品顧客満足度を上げ、受注増に結び付けコストダウンを行う。

現物・現場

確認

品質・性能

安定

顧客満足度

向上

受注アップ

コストダウン

IN PUT OUT PUT

・不具合の現物確認
・製造現場の設備、現物の確認
・医療現場の情報

・改善活動
・デザイン変更
・試作評価
・総合研究所との開発
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生産事業部の売上高推移

[百万円]

％は事業部合算での対前年増減

※ 売上高は、関係会社・内部売りを含む

【上期】

【通期】
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生産事業部の営業利益推移

[百万円]

％は事業部合算での対前年増減

※ 売上高は、関係会社・内部売りを含む

【上期】

【通期】
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海外新工場の売上高推移

※ 売上高は、関係会社・内部売りを含む
※ ２０１５年３月までインド工場は販売部門の損益を含む。

％は5工場合算での対前年増減

[百万円]

【上期】

【通期】
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 新型コロナウイルス感染拡大の影響

• 新型コロナウイルス感染症拡大の対象地域において行動制限等の影響。

• インドでは外国人の入国が限定され、現在第３,４ライン稼働開始見通しが困難。

• 下半期でも依然として新型コロナウイルスの影響が継続。

 ベトナム工場 製品初出荷

工場トピックス

• 2020年7月、血液回路800箱が日本

向けに初出荷。

• 今後、製品種類、出荷数を徐々に増

やしつつ、透析関連製品の生産能力

強化と盤石な安定供給体制の構築へ。


